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のモノを持つという事の喜びを，後々まで実感させら�

れた最初の経験だったと思う。そ�し�てモノを作るとい�

う事は，使う人の手を見る事だという事も，である。�

　この日本独自のモノづくりの形を，柳宗悦は「用の�

美」と呼んだ。欧米や中国などと異なり，日本社会は�

江戸時代に平和な世が長く続き，貴族や武士などの一�

部階層だけでなく，農民や職人，誰もが，それぞれの�

生活のなかで，モノづくりを育て，磨き上げる余裕を�

持つことができた。それまで鉄炮を作っていた職人や�

匠の技は，鍬のように広く社会や生活に使われ，人々�

の用に応えた。�「用の美」�という言葉は，日常にありふ�

れたモノづくり�（技）�に潜む美である。西洋でも「アー�

ト�」は技と美の両方を語源に持つが，それは神や支配�

者に対�し�て作られた物に対する意味で，決�し�て日常の�

物にまで広がる概念ではない。日本人が磨き上げてき�

たモノづくり。それは使う側に立つ視点と独自の美意�

識，感性により，単なる機能美を超える「用の美」を，�

職人や匠らが無意識に人々の日常の中に，モノづくり�

に組み込んできたのである。私が子供の頃に鍛冶屋の�

親父さんから受けた感動は，まさに「用の美」だった�

のだ。�

　村の鍛冶屋はなくなっても，我々の日常に溢れる工�

業製品や技術に，その感性や価値観を伴ったモノづく�

りの伝統は，現場の使命感や志，心意気と�し�て連綿と�

受け継がれている。それを次世代の子供たちに，絶や�

し�てはならないと，心から思う。�

　村の鍛冶屋。すでに身近に見られなくなって久�し�い。�

小学四年生の頃だったかと思うが，�自分用のヤス�（魚捕�

り用の突き棒）�を作るために鍛冶屋さんに行った。�自分�

用のヤスを持つ事は，子供から大人へ一歩近づいた証�

でもあり，嬉�し�くて，誇ら�し�かった記憶がある。成長�

し�ないと許されない，初めて作ってもらう自分用のヤ�

スは，�年長者らの持っているヤスを見せてもらい，�（自�

分ではとても格好がよい）�長さや形を絵に描いて，�鍛冶�

屋に持って行った。�（当然，一瞥で無視された）�

　田舎だったから，弓やパチンコ鉄砲，竹馬，大抵の�

遊び道具は，ほとんど親たちに作ってもらうか，ある�

物を工夫�し�て自分たちで作った。作る事の大変さと喜�

びは，自然と感�じ�ていた。�し�か�し�，鉄の道具は親も自�

分たちでも作れない。�「後で取りに来い」�と言う鍛冶屋�

の�親�父�さ�ん�の�前�で，�「見�て�い�た�い」と�飽�か�ず�眺�め�て�い�

た。真っ赤に焼けた鉄棒が，�ト�ンカン，�ト�ンカン，金�

槌でたたかれ，形を変えていく様は，子供心に強烈で�

不思議な感動を覚えたものだ。�途中で，�親父さんに�「手�

を見せてみろ」と言われ，右手を差�し�出すと，熱くて，�

ごつくて，真っ黒な手に掴まれ，�じ�っと見られた後，�

「力を入れて握れ」と言う。何かの儀式かと，顔を真�

っ赤に�し�て握ると，�「おう」�と言って作業に戻って，ま�

た�ト�ンカン。なんだか，自分も作業に協力�し�た気にな�

り，見る方にも熱が入る。親父さんの一挙手一投足を，�

目を凝ら�し�見つめていた。出来上がったヤスは，言う�

までもなく，手にぴったりで，使えば使うほど，自分�

スズキ　カズヨシ�
　新潟県�生ま�れ。国立�科学�博物�館　理工�学研�究部　科�学技�術史グ�ルー�プ長。日�本の�科学�技術�史が�専門。対象分�野は，江�戸時代�のか�らく�り人�形，鉱山�・測�量技�術か�ら，　�明治�の造船，紡�

績，現代の自動車，飛�行機，ロケッ�ト�まで，広範囲に渡る。�経済産業省�「�ロボッ�ト�大賞」�選考委員，�「ものづくり日本大�賞」�選考委員，�「ものづくり政策懇談�会」�委員，�ト�ヨタ産業技術記�

念館，�江戸東京博物館，�その他博物館の構想委�員や展示監修委員な�ど。�主な著書に，�「見て楽�し�む江戸のテクノロ�ジー」�（監修　数研出版�）�，�「日本人の暮ら�し�」�（監修　講談社）�，�「20世紀�

の国産車」�（三樹書房）�，�「日本の鉱山文化�」�（国立科学博物館　特別展図録）�，�「からくり人形」�（学研）�，�「日本の産業遺産300選」�（共著　同文館）�，�「技術史教�育論」�（共著　玉川出版）�，�

「技術史の位相」�（共著　東京大学�出版）�がある�

KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.46-1　�技　1



KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.46-1　�技　32　KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.46-1　�技�

る状況，すなわち�ト�レ�ー�ド�・オフの状態の中で，性能�

をとるかコス�ト�をとるか，また，安全性をとるかコス�

ト�をとるか，技術においては，�し�ば�し�ばこう�し�た選択�

の場面に直面することがある。必ず�し�も二者択一を迫�

るものではなく，両者のバランスを考えて判断するこ�

とも多く，その結果は製作品の評価に反映されるのみ�

ならず，社会システムなどに関係する場合には，�し�ば�

し�ばわれわれの生存そのものにも影響�し�かねない重大�

な影響を与えることにもなる。�

　�

3．技術と科学の関係�

　もう一つの視点は，技術と科学の関係である。技術�

は，近代になって科学の進展に多大な貢献をするとと�

もに，科学による新たな法則などの発見が新�し�い技術�

の開発につながるなど，ともに表裏一体となって発展�

し�てきた。今や現代の技術は，科学との関係を切り離�

し�て考えることはできない。両者は車の両輪であり，�

科学技術の恩恵に浴�し�ている現代において，ともに重�

要な教育的要素である。�「すべてのアメリカ人のための�

科学」において「システムの本質，フィー�ド�バックや�

制御の重要性，費用・利益・危険性の関係，副作用の�

不可避性と言った事柄に関係する技術的な原則を理解�

することで，人々は新たな技術の利用とそれが環境や�

文化に与える意味を評価するための健全な基盤を手に�

入れることになる。こう�し�た原則を理解�し�ていなけれ�

ば，人々は身近な自己の利益を考えること以外何も�し�

ようとは�し�ないであろう」と述べられているように，�

近年，アメリカでは，科学的リテラシー育成の観点か�

ら，科学教育においても技術の特性や原則を理解する�

ことが不可欠であり，技術教育と科学教育の相互関係�

を基にカリキュラムを開発�し�なければならないと�し�て�

いる。�また，�Lewisら�（2005）�は�「実用的かつ技術的な設�

計プロジェク�ト�は科学の内容をもっと魅力的にする基�

礎にすることができる。太陽エネルギー�（変換）�プロジ�

ェク�ト�は物理の概念を教授する基礎となるだろう�し�，�

技術科の教師にとっては，子供たちに人工物と自然の�

関係を示すことで，技術科に新�し�い学術的次元を付け�

加えることができる。そのため，エコカーは生徒にと�

って科学と数学と技術が一体となった，総合的なプロ�

ジェク�ト�になる」と述べ，学校教育における技術，科�

学，数学の連携の必要性を指摘�し�ている。�

4．おわりに�

　このように，技術科教育において技術を適切に評価�

し�活用する能力や態度を育てるためには，設計，製作�

の�過�程�で�技�術�の�特�性�や�原�則�を�理�解�す�る�と�と�も�に，基�

礎・基本となる技術や科学に関する知識・技能及びそ�

れらを活用する総合的な能力の育成が求められる。こ�

う�し�た力は，新学習指導要領において強調されている�

「生きる力」に通底するものである。�

　技術科の授業においては，ものづくりなどの製作活�

動の中で，技術の評価・活用の視点から，生徒一人一�

人の考え方をまとめ，話�し�合うことなどの指導を通�し�

て，これまで以上に「思考力，判断力，表現力」の強�

化に努め，視点を変えた評価のあり方を模索すること�

が望まれる。�

　また，アメリカで展開されている数学，科学，技術�

の統合学習�（IMaST）�，�科学，�技術，�工学，�数学の統合�

学習�（STEM）�などを参�考に，わが国の技�術教育におい�

ても理科教育や数学教育との様々な連携を模索するこ�

とも今後の課題であろう。�

1．は�じ�めに�

　人は様々な道具を作り，智恵を働かせることによっ�

て自然や様々な材料に働きかけ，文明を発展させてき�

た。その原動力となったのが技術であり，現在でも，�

われわれの欲求を実現する過程で重要な役割を担い，�

豊かな生活をもたら�し�ている。�し�か�し�，反面，技術は，�

様々な武器の開発に見られるように，暗い影を落とす�

こともあるなど，常に光と影をもつものである。�

　これまでの技術科教育は，ものづくりや情報機器の�

操作といった実践的・体験的活動を通�し�ての作品づく�

りやそれに伴う成就感の育成に重点が置かれてきた感�

がある。それに対�し�て，新学習指導要領における技術�

科の目標では，新たに整理された４つの領域の学習を�

通�し�て，基礎・基本となる技術に関する知識・技能に�

加えて，技術を適切に評価�し�活用する能力と態度を育�

てると�し�ている。限られた授業時数の中で，こう�し�た�

目標を達成することは困難なことではあるが，これか�

らの技術科教育にとって極めて重要な視点の転換であ�

り，これらの能力や態度の育成は，子供たちの将来の�

生活に不可欠な要素と�し�て，その成果が期待されると�

ころである。�

　そこで，本稿では，技術科教育において思考力・判�

断力・表現力を育成する観点から，技術の評価・活用�

を�考�え�る�際�に�重�要�と�思�わ�れ�る�視�点�とし�て，技�術�の�特�

性・原則や技術と科学の関係を取り上げ，これからの�

技術科教育の在り方について考えてみたい。�

　�

2．技術の特性及び原則�

　技術の評価・活用を考える際に重要な視点は，まず，�

作品製作の目的を明確に�し�て設計することであり，実�

践的・体験的な学習を通�し�て，技術の持つ特性や原則�

を理解することである。すなわち，単にものをつくる�

といった作業ではなく，設計を通�し�て製品の性能やデ�

ザイン性，材料の性質，コス�ト�，安全性，社会的価値，�

環境などへの影響などを十分考慮するとともに，その�

過程において問題解決の方策を思考�し�，表現する力を�

培うことである。その際，道具の種類や適切な使い方�

など，個々の技術に関わる知識・技能や関連する科学�

に関する知識，さらには，それらを活用する新たな創�

造力が技術科教育においては求められる。また，性能�

とコス�ト�，安全性とコス�ト�など，同時には達成�し�かね�
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1．は�じ�めに�

　�『思考力・判断力・表現力』�を育むためには，それら�

を働かせる�「�場面」�をつくるだけではなく，�「方法」�に�

ついて熟考する必要がある。本校では2003年度から，�

指導すべき内容を中心に組み立てた内容指向型カリキ�

ュラムを開発�し�実践�し�てきた。作品製作過程からカリ�

キュラムを考えるのではなく，指導すべき内容・知識�

を元にカリキュラムを構築�し�，作品の製作もその一部�

と�し�て機能させることをカリキュラム作成の指針と�し�

た。このカリキュラムによって，作品を集中�し�て製作�

する時間を確保するとともに，広汎な技術について体�

系的に学ぶ時間を作り出すことができた。これらの時�

間では，技術と社会・環境のかかわりについて生徒が�

じ�っくり考えることができるようになり，現代社会の�

技術について自分なりの意見をもたせる指導が容易に�

なる。本稿ではこのカリキュラムの概略と実践�し�た題�

材について紹介する。�

　�

2．小題材制内容指向型カリキュラム�

　技術分野で主流となっているプロジェク�ト�を基本と�

し�た学習では，作品の製作を通�し�て，製作に必要な技�

能を習得させるだけでなく，材料に関する知識や社会�

の中での技術の役割を指導することになる。�し�か�し�，�

授業時数の減少によって，本来は「もののつくりかた�

を学ばせる」べきところを「ものをつくらせる」学習�

だけにとどまらせていることが多いと感�じ�る。�

　内容指向型のカリキュラムでは，長い時間をかけて�

の作品製作ではなく，数時間単位の�ト�ピ�ックを取り上�

げる小題材制での実践を行っている。講義形式の学習�

ではなく，実験・実技を伴い，作品製作や�レ�ポー�ト�製�

作，生徒同士の議論や意見発表などを盛り込み，現代�

技術の基礎についての総合的な学習ができるように�し�

ている。このことは「実技教科」から「実技を伴う教�

科」への移行に取り組むことにもなる。また，生徒同�

士のディスカッションや与えられた情報の活用による�

学習，深く考える学習の場面を多く確保することによ�

って，技術分野での言語活動の充実をはかることも目�

指�し�ている。�

①�

3．実践�し�ている単元例�

　表１は第１学年のカリキュラムである。すべての小�

題材を４時間程度で扱い，２つの題材が終わるごとに�

技術分野と家庭分野が，授業を行うクラスを交代させ�

ている。それぞれの題材に，�「考える」�場を設定�し�てい�

る。小単元の中から実践例を示す。�

　第１時に「ね�じ�切り」を体験させ，第２時にそれと�

市販のナッ�ト�が合うことから，�「規格」�の重要性につい�

て考えさせた。グループで工業的なね�じ�の製法につい�

て予想させ，大量に正確なね�じ�を安価に生産する技術�

を動画で理解させた。千年以上に及ぶ歴史を持つね�じ�

部品が現代の社会を支える存在であることに気付かせ�

ることができた。�

　第３時の明かりの歴史では，菜種油での明かりから，�

ガ�ソ�リ�ン�ラ�ン�タ�ン，白�熱�灯，蛍�光�灯，LEDを�準�備�し�，�

実際にそれぞれの下で授業を行うことで，明るさや扱�

いやすさなどの観点で比較させた。菜種油は昨夏の太�

陽エネルギーであるが，ガソリンは何億年もの前の太�

陽エネルギーが時間をかけて変成�し�たものであり，再�

利用性やエネルギー密度から，エネルギーの利用につ�

いて考えさせた。�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

⑨�

ガイダンス　技術史から�見る生活と技術�

材料と私たちの生活�

２×４材をつかった木材�加工Ⅰ�

２×４材をつかった木材�加工Ⅱ�

木材資源と社会・環境の�かかわり�

アルミニウムの鋳造加工�

食と農のかかわり・スプ�ラウ�ト�の栽培実験�

アクリルをつかった樹脂�加工�

工具の工夫�

第１時　身近な機械部品�をつくってみよう�

第３時　明かりの歴史と�私たちの生活�

弟５時　食糧危機をのり�きる技術�

第２時　ね�じ�と私たちの生活�

第４時　「のろ�し�」と「インターネッ�ト�」�

表　�1　�　�第　�1　�学年カリキュラム�

・①�ガイダンス的な学習�　技術史から見る生活�と技術�

【2×4材をつかった木材加工】�

　木材の加工では，２×４材をつかったグループによ�

る作品製作を行っている。グループで作業を進めるこ�

とによって，構造を考えることから，計画的な作業の�

進行など，生徒同士が議論を深めながら作業をすすめ�

ることが必要になる。また，２×４材がなぜ安価に供�

給されるのかを考えさせたり，ね�じ�接合の利点を生か�

し�て部材を再利用させたりすることで，木材資源の有�

効利用について考えさせることができる。技術分野の�

目的を意識�し�たものづくり題材の選定が重要である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　日本は森林国でありながら，世界有数の木材輸入国�

でもある。日本の林業が抱えるさまざまな問題につい�

て，技術的な視点から認識をさせたい。�

　第２時の「世界の木材資源」では60種程度の世界の�

木材標本にふれることを通�し�て木材資源の現状につい�

て考えさせた。標本からいくつかの「お気に入り」を�

選ばせると，生徒は見事に輸入材ばかりを選択すると�

共に，絶滅危惧種などの貴重な標本を選択する傾向が�

ある。絶滅が危惧される樹種に共通する特徴を考えさ�

せることを通�し�て，木材と�し�て有用な樹種の絶滅が危�

惧されていることに気付かせた。第３時の�「木質材料」�

では，合板を工業的につくる方法を考えさせた。合板�

の実物を観察�し�たり，破壊�し�たりするとともに，既習�

の木材についての知識をいか�し�て考えなければ正解に�

たどり着けないように題材を仕組み，既存の知識を元�

に�し�た探究的活動をさせるように考えた。また，グル�

ープで予想�し�た合板製作法を他のグループに実物など�

を用いて説明をする場面を仕組み，的確な表現力が必�

要になるように�し�た。小径木から大きく強い材料を生�

み出すことができる合板という技術を通�し�て，技術が�

環境を保全するために有用であることについて理解さ�

せた。�

　�

【エネルギーについての議論】�

　本単元は２年生で実践�し�ている。エネルギーに関す�

るさまざまなテーマについて，生徒が自分たちの調べ�

たことを元に議論を行った。省エネルギー，リサイク�

ルといった深く考えない結論を安易に出す学習ではな�

く，さまざまなデータを元に�し�て自分の考えをまとめ，�

正確に表現することを求めている。生徒を２人一組の�

グループにわけ，相反する二つの立場から主張を展開�

させた。それぞれの主張には技術的な視点を求め，社�

会の中で技術を生か�し�ていくためには，複雑に絡むさ�

まざまな問題があることを，議論を通�し�て体感できる�

ように�し�た。�

　�

4．�「考える」ための「場面」と「方法」�

　技術分野の授業では，作品をつくる過程でもさまざ�

まな思考力が必要となる。授業の中に，生徒が深く考�

え，自分で答えを見つけ出す場面を盛り込むことは難�

し�いことではない。�し�か�し�，アイデアを企画にする方�

法，考えを具現化するための試行錯誤の方法，正�し�く�

議論�し�て結果をまとめる方法などの「思考法」につい�

ては，十分な指導を�し�ないことが多い。授業の中で知�

識を得たり，技能を習得�し�たりするための方法ではな�

く，生徒にぞれぞれの場面と目的に応�じ�た「考える方�

法」を準備�し�，指導することが思考力・判断力を身に�

付けさせる授業には必ず必要である。�

　本校では，校内研究である情報学教育の研究と連動�

し�，ホワイ�ト�ボー�ド�を使ってグループのアイデアを深�

める方法や，�グループの議論の結果を撮影�し�無線LAN

で転送�し�て共有するディジタルカメラの利用，アイデ�

アマップなどのシンキングツールを利用�し�て考えを深�

める技法，クラウ�ド�コン�ピ�ューティングを利用�し�た生�

徒の情報共有，考えを階層化�し�て表現する文章やプ�レ�

ゼンテーションなど，生徒が考えを深めるための手法�

についての研究を深め，技術分野の授業に積極的に導�

入�し�ている。今後も，これらの手法の研究を継続�し�，�

授業の改善をはかっていきたい。�

第１時　木材の特性�

第３時　木質材料�

第２時　世界の木材資源�

・⑤�木材資源と社会・環�境のかかわり�

第４時　材料を活か�し�た設計・製作�

小題材制内容指向型カリキュラムによる�
「考える」授業の実践�

滋賀大学教育学部附属中学校　河野 卓也�

図　授業の様子�

技・家［技術分野］の実践� 技・家［技術分野］の実践�
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　新�し�い学習指導要領に向けての移行期間１年目が終�

わりに近づいています。平成24年度からの完全実施を�

見据えて，指導計画づくりや実習題材研究などの検討�

を進めていかなければなりません。�

　そこで，現時点でご提案できる「３年間の年間指導�

計画例」を，一例のみご提示させていただきま�し�た。�

　�新�しい�学�習�指�導�要�領�に�則�っ�た�年�間�指�導�計�画�は�，�さ�ま�ざ�

ま�な�パ�タ�ー�ン�の�も�の�が�考�え�ら�れ�ま�す�。�学�校�の�お�か�れ�て�い�

る�状�況�や�，�取�り�組�む�実�習�題�材�，�生�物�育�成�の�学�習�に�取�り�組�

む�時�期�な�ど�に�よ�り�，�ま�っ�た�く�違�っ�た�も�の�に�な�り�ま�す�。�

　年間指導計画をご検討されるときの参考と�し�てお考�

えいただけますと幸いです。� （編集部）�

1�
　�
年�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

材料と加工に関す�る　�

A（2）�アイ：5時間�
材　料�

A（2）�イ，A（3）�アイ：6時間�
設　計�

A（1）�：3時間�
生活・産業�と�技術�の�

関�わ�り�

ガイダンス�
（3時間）�

2�
　�
年�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

エネルギー変換に関�する技術　�

Ｂ�（1）�ア：4時間�
エネルギー変換方法と�利用�

Ｃ�（1）�ア，Ｃ�（2）�：9時間�
（栽培を例と�し�て）�生育環境と育成技術�，栽培の実施�

3�
　�
年�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

Ｄ�（3）�：8時間�
プログラムによる計測�と制御�

技�
術�
分�
野�
全�
体�
の�
評�
価�
・�
活�
用�（�

1�1�
ペ�ー

�

ジ�
参�
照�）

�

生物育成に関する技�術　�

B（1�）�ア�：�2�時間�
動力伝達の�
方法と利用�

Ｃ�（1�）�
イ�：�1�ｈ�
評価�・�
活用�

D（1�）�
エ�：�1�ｈ�
評価�・�
活用�

Ｄ�（2）�：7時間�
ディジタル作品の�設計・制作�

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

Ａ�（2）�イ，Ａ�（3）�ウ：15時間�
　　　　製　　作�

A（2�）�
ウ�：�1�ｈ�
評価�・�
活用�

Ｄ�（1）�イ�ウ�：5時間�
情報�モ�ラ�ル・情報セ�キ�ュ�リ�テ�ィ�

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

35

B（2）�：9時間�
製　作�

Ｂ�（1）�イ：4時間�
保守点検�・�事故防止�

注意事項：�

＊この年間指導計画�例は，新�し�い教科書に則ったもので�はありません。�

　また，あくまでも�一例であり，推奨される年�間指導計画例というわけで�はないこともご了承下さい�。�

＊２年に配置�し�た�「�エネルギー変換」�と�「生物育成」�の期間が重なってい�るのは，�「生物育成」�の授業が�

必ず�し�も連続にならない可�能性があるためです。この�期間内で，必要に応�じ�て�「生物育成」�の時間を配�

置することが出来るように�，このような計画例に�し�ています。�

＊３年間の最後の授�業と�し�て配置�し�ている�「技術分野全体の評価・�活用」�については，新学習指�導要領に�

書か�れて�いる�も�ので�はあ�りま�せ�ん。この�よう�な授�業�を最�後に�行わ�れ�ては�いか�がで�し�ょう�かと�いう�ご�提�

案と�し�て，配置させていた�だいたものです。�

情報に関する技術�
（16時間）�

技術�（27時間）� 情報に関する技術�
（5時間）�

B（1�）�
ウ�：�1�ｈ�
評価�・�
活用�

Ｄ�（1）�ア�イ�：5時間�
コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�・情報処理・情報通�信�

ネ�ッ�ト�ワ�ー�ク�の�し�く�み�

情報に関する技術�
（5時間）�

（20時間）�

（10時間）�

新学習指導要領の完全実施に向けて ①�
3年間の年間指導計画例　～技術分野～�

・
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　新�し�い学習指導要領解説書の「総説」には，�

　�『�小�学�校�で�の�学�習�を�踏�ま�え�中�学�校�で�の�３�学�年�間�の�学�

習の見通�し�を立てさせるガイダンス的な内容を設定�し�，�

第１学年の各分野の最初に履修させる』�

とあります。�

　小学校で学んできた内容をふり返らせ，技術分野で�

学んで行く内容との繋がりを意識させることが必要で�

すが，その為には具体的に小学校で学んでくる内容を�

理解�し�ておかなければなりません。表１に，技術分野�

の学習と繋がりがある小学校で学んでくる内容を，各�

教科の学習指導要領より数例抜粋�し�ま�し�た。�

　例えば，�図画工作３�・�４年では，�木材を使用�し�，�のこ�

ぎりや釘を使用�し�て，用具�（工具）�の使い方に慣れ，安�

全に配慮することを学んでくることがわかります。で�

は，技術分野での学習ではどうで�し�ょうか。�

　技術分野では，材料や工具の性質・特徴を理解�し�た�

上で，目的の材料を加工するのに適�し�た工具を選択�し�，�

正確に・安全に加工できることが学習内容となります。�

　このように，同�じ�ような作業を行う場合であっても，�

技術分野で学ぶ内容は目標が違ってくること，また小�

学校での学習が活かせる場面があることを知らせる必�

要があります。�

　別の例で見てみると，生物育成に繋がる学習となる�

理科５年の�「�B（１）�植物の発芽，成長，結実」�では，植�

物の育つ条件を知ることが学習内容であることがわか�

ります。また表１には載せていませんが，１，２年の�

生活科では，植物の栽培を経験�し�てきます。�

　それに対�し�て技術分野は，植物の性質や特性を知り，�

育成する目的に応�じ�た育成環境などを管理する技術を�

用いて栽培できることが学習内容となります。�

　以上の例のように，小学校での学習と技術分野での�

学習とのつながりを提示�し�，３年間の学習の見通�し�を�

立てさせることに留意�し�なければなりません。�

　表２は，表１を例に�し�た場合の学習のつながりをま�

とめたものです。一例と�し�て参考に�し�ていただけると�

幸いです。�

　新�し�い学習指導要領では，ＡＢＣＤの４つの内容す�

べてに対�し�て，�『技術を適切に評価�し�活用する能力と態�

度を育てる』�（以降，�『評価・活用』�とする）�ことを求め�

ています。�『評価・活用』とは，�

　�『�学�習�を�通�し�て�身�に�付�け�た�基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�及�

び技術，�さらには，�技術と社会や環境とのかかわり�

についての理解に基づき，�技術の在り方や活用の仕�

方などに対�し�て客観的に判断・評価�し�，�主体的に活�

用できるようにすること』�

と�記�さ�れ�て�い�る�の�で，�『評�価�・�活�用』に�繋�が�る�内�容�は，�

技術分野全体に亘って存在�し�ていることになります。�

　分かりやすい例と�し�ては「技術と環境との関わり」�

であったり，�「技術と社会との関わり」�であったり�し�ま�

すが，単に「のこぎり引き」一つとっても『評価・活�

用』に繋がっていく内容となります。要は，どのよう�

な内容の理解を基に�し�て，どのような点を考えさせる�

のかということになります。�

　この評価・活用を授業の中でどのように扱っていく�

かは，先生方が立てられる指導計画によって決まって�

くるものと思われます。ＡＢＣＤそれぞれの指導計画�

を立てる際には，この評価・活用を意識�し�て，予め計�

画を�し�ておかなければならないで�し�ょう。�

　さて，ＡＢＣＤそれぞれには『評価・活用』が求め�

られていますが，技術分野全体と�し�てはどうで�し�ょう�

か。特に学習指導要領には明記されていませんが，意�

図�し�ているものと�し�ては，もちろん技術分野全体に対�

し�ても同様な考えであると思われます。�

　表３には，社会における一般的な技術の位置づけを�

記�し�ま�し�た。このような内容を例と�し�て，３年間を通�

し�て技術分野の学習を行った最後には，全体を通�し�て�

『評価・活用』を考えさせる学習に取り組んでみては�

いかがで�し�ょうか。�

項　目� 技　術�

目　的� 人間の欲求の解決・実現�

問題に対する解�
さまざまな制約条件の中での�最適解�
を求める�

環境との関係�
破�壊�と�改�善�（�こ�れ�か�ら�は�改�善�が�求�め�
られていく）�

科学との関係� 相互が補完�し�合って進化・発展�

学習方法� 科学的な知識と身体的な技能�を用い�
た体験重視のものづくりが中�心�

表3　技術の位置づけ�

小学校での学習� 技術分野での学習�

図画工作�
・木材をのこぎりで切�り，釘で組み立てる。�
・用具�（工具）�の特徴を生か�し�て使う。�

・材料や工具の性質・特�徴を理解�し�た上で，�目的の材�
料を加工するのに適�し�た工具を選択�し�，�正確に・安�
全に加工できる。�

●　�技術分野全体の評価・活用�　�～技術を適切に�評価�し�活用する能�力と態度を育て�る～�

算数�
・立体図形から展開図�をかく。�
・図で表現する。�

・自分で構想�し�た製作品の形やアイディ�アを，�他の人�
が見ても正確に伝わる�ように，�製図の決まりに則っ�
て，図にかき表すこと�ができる。�

理科�
・電気の働きや性質を�知る。�
・電気の利用例を知る�。�

・電気エネルギーの性質�を理解�し�，�どのように変換さ�
れて利用されているの�かを理解するとともに，�利用�
や保守点検ができるよ�うになる。�

生活科・理科�
・植物を育てる。�
・植物の育つ条件を知�る。�

・植物の性質や特性を知�り，�育成する目的に応じた育�
成環境などを管理する�技術を用いて栽培できる。�

全教科�（総則）�
・コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�や�情�報�通�信�ネ�ッ�ト�ワ�ー�ク�に�慣�れ�親�し�む�。�
・コン�ピ�ュータの基本的な操作を身に�つける。�

・�コ�ンピ�ュ�ー�タ�や�情�報�通�信�ネ�ッ�ト�ワ�ー�ク�のし�く�み�を�
知り，適切かつ効果的�に活用できるようになる。�

表2　小学校での学�習と技術分野での学�習との繋がりの例�
材料と加工に繋がる�学習�エ�ネ�ルギ�ー�変換�に�繋が�る�学習� 生物育成に繋がる学習� 情報に繋がる学習�

●　�技術分野での学習と，小学�校での学習との繋がり�

図工3・4年　�Ａ表現�（2）�ウ�
　表�し�た�い�こ�と�を�基�に�創�
造�的�な�技�能�を�働�か�せ�る。�
〈木切れ，�板材，�釘，�水彩�
絵の具，�小刀，�使いやすい�
のこぎり，�金づち〉�。�鋭い感�
じ�，滑�ら�か�な�感�じ�，重�さ，�
丈�夫�さ�な�ど�の�材�料�の�特�徴�
を表現に生かす，�削る，�つ�
な�ぐ�な�ど�の�用�具�の�特�徴�を�
生か�し�て使う。�用具の使い�
方に慣れるとともに，�安全�
に配慮する�〈�適切な材料や�
用�具�か，刃�こ�ぼ�れ�は�な�い�
か，�彫りやすい板材か，�安�
全に使える環境かなど〉�。�

算数3・4年�
Ｃ�（�3）�③�ウ　�見�取�図�や�展�開�
図�
　見�取�図�を�基�に�頂�点，�辺，�
面�や�そ�れ�ら�の�位�置�関�係�に�
着目�し�たり，�立体図形の頂�
点，�辺，�面と展開図との対�
応�関�係�を�正�し�く�と�ら�え�る。�
見�取�図�や�展�開�図�を�か�く�活�
動を取り入れ，�立体図形を�
平�面�上�に�表�現�す�る�こ�と�の�
よさが分かる。 � �

理科4年　�Ａ�（3）�電気の働き�
　電�球�の�明�る�さ�や�モ�ー�
タ�ー�の�回�り�方�の�変�化�を�電�
流の強さと関係付ける�。�乾�
電�池�の�向�き�を�変�え�る�と�
モ�ー�タ�ー�が�逆�に�回�る�こ�と�
から，�電流の向きについて�
もとらえる。�光電池は電気�
を起こす働きがある。�光電�
池�に�当�て�る�光�の�強�さ�と�回�
路�を�流�れ�る�電�流�の�強�さ�関�
係�付�け�る。�〈簡�易�検�流�計，�
［乾電池，�豆電球，�スイッ�
チについて］�電気用図記号�
（�回�路�図�記�号�）�。�［電�流�の�向�
きを確認する際］�発光ダイ�
オー�ド�〉�。 �

理科6年　�Ａ�（4）�電気の利用�
　電気は，�つくりだ�し�たり�
蓄�え�た�り�す�る�こ�と�が�で�き�
る。�電気は，�光，�音，�熱な�
ど�に�変�え�る�こ�と�が�で�き�る。�
電熱線の発熱は，�その太さ�
によって変わること。�身の�
回りには，�電気の性質や働�
き�を�利�用�し�た�道�具�が�あ�る。�
〈手回�し�発電機，�電子オル�
ゴール，コンデンサ〉�。�

理科5年�
Ｂ�（1）�植物の発芽，�成長，�結�
実�
　植物の発芽，�成長及び結�
実�と�そ�の�条�件�に�つ�い�て�の�
見方や考え方をもつ。�発芽�
と種子の養分との関係。�条�
件�を�制�御�し�な�が�ら�発�芽�の�
様�子�を�調�べ，発�芽�に�は�水，�
空�気�及�び�適�当�な�温�度�が�必�
要なことをとらえる。�植物�
の成長は，�日光や肥料など�
に関係する。�結実するには�
受�粉�す�る�こ�と�が�必�要�で�あ�
ることをとらえる。 �

社会5年�
（2）�我が国の農業や水�産業�
　様�々�な�食�料�生�産�が�国�民�
の�食�生�活�を�支�え�て�い�る�こ�
と，�食料の中には外国から�
輸�入�し�て�い�る�も�の�が�あ�る�
こと�〈�稲作・野菜・果物・�
畜�産�物�・�水�産�物〉�。我�が�国�
の�主�な�食�料�生�産�物�の�分�布�
や土地利用の特色など。�食�
料�生�産�に�従�事�し�て�い�る�人�
々の工夫や努力，�生産地と�
消費地を結ぶ運輸。 �

総則　第1章第4の2（9）�
　�コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�・�情�報�通�信�ネ�ッ�ト�ワ�
ークなどの情報手段に慣�れ親�し�む。�

総則�
コン�ピ�ュータの基本的な�操作�
　キ�ー�ボ�ー�ド�な�ど�に�よ�る�文�字�の�入�
力，�電子ファイルの保存・整理�，�イ�
ン�タ�ー�ネ�ッ�ト�の�閲�覧，電�子�メ�ー�ル�
の送受信など。�

総則　情報モラル�
　他者への影響を考え，�人権，�知的�
財�産�権�な�ど�自�他�の�権�利�を�尊�重�し�情�
報�社�会�で�の�行�動�に�責�任�を�も�つ。→�
情�報�発�信�に�よ�る�他�人�や�社�会�へ�の�影�
響�に�つ�い�て�考�え�さ�せ�る�学�習�活�動，�
ネ�ッ�ト�ワ�ー�ク�上�の�ル�ー�ル�や�マ�ナ�ー�
を�守�る�こ�と�の�意�味�に�つ�い�て�考�え�さ�
せ�る学�習活動�，�情�報には�自他�の権利�
があることを考えさせる�学習活動。�
　危�険�回�避�な�ど�情�報�を�正し�く�安�全�
に�利�用�で�き�る�こ�と。→�情�報�に�は�誤�
っ�た�も�の�や�危�険�な�も�の�が�あ�る�こ�と�
を考えさせる学習活動。�
　コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�な�ど�の�情�報�機�器�の�
使�用�に�よ�る�健�康�と�の�か�か�わ�り�を�理�
解�す�る。→�健�康�を�害�す�る�よ�う�な�行�
動について考えさせる。�

表1　技術分野の学習�と繋がりのある小学�校での学習内容の例�

新学習指導要領の完全実施に向けて ②�




